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〈名称〉    スキー実習
〈目的〉    1 ． スキー技術の習得を通じて、学生の体
位向上及び、身心の健康増進を図る。




       3 ．本学の精神的伝統の体験学習
〈日程〉    1984年 2 月27日～ 3 月 3 日
〈場所〉    長野県北安曇郡白馬村岩岳スキー場
〈参加学生〉   38名（引用部分の人数表記は「名」のまま
である。以下同様）
〈スタッフ〉   引率教員 3 名、引率職員 2 名、スキー指導
講師 3 名（野崎、1984、p. 17）















〈名称〉    同志社女子大学スキー実習








       1 ． 学生の体位向上及び身心の健康増進を
図る。
〈日程〉     1985年 3 月 4 日（月）～ 9 日（土）
〈場所〉      白馬岩岳スキー場　長野県北安曇郡白馬
村北城「白馬岩岳山荘ロシュ」
〈募集人数〉   70名（実際参加者は68名）
〈参加教職員〉  6 名
〈技術指導講師〉 4 名（以上小泉、1985、p. 10）
〈主な内容〉   ・スキー技術の習得
        ・共同生活の体験
        ・自然観察
        ・朝拝、夕拝等の宗教的行事































































































































　専任教員   3 人（学生部長、学生主任、協力教員　各
1 人）














































































































































































































































人に上っており、 4 回参加が 8 人、 3 回58人、 2 回159人
であった。23回の平均のリピーター率は19.4％（13人）と

























れている 6 - 8 人をめどとした能力別グループで、午前 9















































































































キュラム ― スキー技術指導の実際」全 A5版50頁。
配布された年度の記録はないが〈引用〉の（野崎、
1991）が出版された頃であり、そこからの部分転載
であると推測される。
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